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研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：地球惑星科学・地質学 
キーワード：大陸、変形、古地磁気学 
 
１．研究計画の概要 
 
（1） インド亜大陸の衝突によるアジア大陸
の変形、（2） 北中国地塊と南中国地塊の衝
突による南中国地塊の変形、（3） インド衝
突以前の、シベリア大陸とモンゴル･北中国大
陸の衝突によるアジア大陸東部の変形、に焦
点をあて、アジア・アフリカ大陸で岩石試料
を採取し、それらの古地磁気データに基づき、
変形の様子を明らかにする。 
 

２．研究の進捗状況 
 
＊ロシア・アムール川沿岸 
＊インドシナ半島（ベトナム・タイ） 
＊アフリカ大陸（エチオピア） 
において、計 5 回にサンプリングを行った。 
神戸大学で岩石の古地磁気測定をおこなっ
ている。 
 
（1）インドシナ半島の変形テクトニクス 

シャンタイ地塊の変形現象を、中国雲南
とタイのナンで採取した白亜紀・ジュラ紀の
岩石の古地磁気から、明らかにすることがで
きた。古緯度の比較から、シャンタイ地塊は、
インド衝突以前には、現在のチベット高原を
形成するチャンタン地塊とラサ地塊の間に
存在したことをまず証明し、インドがアジア
大陸に衝突した直後にシャンタイ地塊は時
計回りに回転し、その後南下を行ったことを
あきらかにした。南下に伴って、シャンタイ
地塊は内部変形をこうむったことがわかっ
た。チャンタン地塊とその周辺のアジア大陸
の変形の様子を論文として完成し出版され
た。 

 
ラオスとベトナムで試料採取した白亜

紀・ジュラ紀の岩石の古地磁気データに基づ
き、インドシナ地塊の運動様式を明らかにす
ることを試みた。インドシナ地塊は、内部変
形をせずに一体となって回転と南下を行っ
たことわかった。地震波トモグラフィーの結
果と比較すると、シャンタイ地塊の地下は柔
らかく、インドシアナ地塊は硬いことがわか
り、地球表面の変形は地下のリソスフェアの
性質を反映していることが示唆された。論文
を完成し、現在審査中である。 
 
（2）東アジアの変形 

過去 10 年間世界の研究者が求めてきた
白亜紀の古地磁気データを編集し、変形の研
究をおこなった。これら古地磁気データのう
ち 4割は、私たちに研究グループのものであ
った。東アジアの変形は回転運動が卓越して
いることがわかり、特にヒマラヤ山脈東部で
は 40 度から 100 度に達した。現在の回転運
動をＧＰＳデータから見積もり、古地磁気か
ら求めた回転運動とを比較すると、回転の卓
越する地域の時間的変遷を明確に見ること
が出来た。論文を完成し、投稿中である。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
昨年中国で四川大地震がおこり、中国四川盆
地の岩石採取が困難になったものの、そのほ
かの地域では順調な調査・岩石試料採取をお
こない、岩石からは、安定な古地磁気データ
を手にしている。計画はおおむね順調である。 
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４．今後の研究の推進方策 
 
調査がむつかしい中国の四川省にかわり、中
国東部地域で岩石試料の採取を予定してい
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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